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公告・縦覧・
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公告・縦覧
（令和６年度に
終了予定）

　
市
政
の
優
先
課
題
で
あ
る
資
源
循
環
型
施
設
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
令
和
２
年
11
月
か
ら
長
野
県
環
境
影
響
評
価
条
例
に
基

づ
い
た
環
境
影
響
評
価
を
実
施
し
て
お
り
、
４
段
階
の
手
続
き

の
う
ち
、
２
段
階
目（
方
法
書
）の
手
続
き
ま
で
終
了
し
、
現
在

は
現
地
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
整
備
に
向
け
、
現
在
も
建
設
候
補
地
周
辺
地
域

の
皆
さ
ま
と
話
し
合
い
を
続
け
て
お
り
、
上
田
地
域
広
域
連
合

お
よ
び
上
田
市
と
し
て
は
、
施
設
の
早
期
建
設
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
資
源
循
環
型
施
設
が
ど
の
よ
う
な
施
設
で
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
施
設
建
設
に
向

け
た
家
庭
や
地
域
で
で
き
る
ご
み
減
量
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

資
源
循
環
型
施
設
の
整
備
に
向
け
て

環
境
影
響
評
価
と
は

現
地
調
査
と
は

　
大
規
模
開
発
事
業
な
ど
を
実
施
す
る
事
業
者
が
、
住
民
や
関

係
自
治
体
な
ど
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
事
業
が
環
境
に
及
ぼ

す
影
響
を
調
査
・
予
測
・
評
価
し
、
よ
り
環
境
に
配
慮
し
た
事

業
と
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　
約
１
年
か
け
て
実
施
す
る
現
地
調
査
に
よ
り
、
建
設
候
補
地

や
周
辺
地
域
の
環
境
の
現
状
を
明
ら
か
に
し
、
建
設
工
事
や
施

設
稼
働
に
よ
る
周
辺
環
境
へ
の
影
響
を
予
測
・
評
価
す
る
た
め

に
必
要
な
情
報
を
把
握
し
ま
す
。

資
源
循
環
型
施
設
整
備

に
関
す
る
疑
問
に

お
答
え
し
ま
す

１
０
０
年
に
１
度
の
確
率
の
大
雨
に

対
し
て
は「
被
災
す
る
こ
と
な
く
、
継

続
し
て
ご
み
処
理
が
可
能
な
状
態
と
す
る
こ

と
」、
１
０
０
０
年
に
１
度
の
確
率
の
大
雨
に

対
し
て
は「
被
災
し
た
と
し
て
も
、
速
や
か
に

復
旧
し
、
ご
み
処
理
が
で
き
な
い
期
間
を
最

小
限
と
す
る
こ
と
」を
基
本
と
し
て
対
策
を
講

じ
ま
す
。

 

具
体
的
に
は
、
ご
み
を
運
び
込
む
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
を
高
く
す
る
、
防
水
扉
の
設
置
な
ど

を
検
討
し
て
お
り
、
詳
細
は
現
在
策
定
中
の

施
設
基
本
計
画
で
改
め
て
お
示
し
し
ま
す
。

（
補
足
）

１
０
０
年
に
一
度
の
確
率
の
大
雨
・
１
０
０
０

年
に
一
度
の
確
率
の
大
雨
と
は
、
国
や
県
が

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
際
に
基
準
と

し
て
い
る
も
の
で
、
次
の
と
お
り
で
す
。

千
曲
川
流
域
全
体
の
降
雨
量
が

 

・
１
０
０
年
確
率  

⁝ 

48
時
間
１
８
６
㎜

 

・
１
０
０
０
年
確
率
⁝ 

48
時
間
３
９
６
㎜

※公告とは、公共団体が掲示
などの方法で住民に知らせ
ること。

※縦覧とは、書類などを誰で
も閲覧できるようにすること。

環境影響評価の
進め方

現
段
階

建
設
候
補
地
は
千
曲
川
に

近
い
け
れ
ど
、
施
設
の
水
害
対

策
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
？

特
集

ご
み
の
減
量
を
考
え
る

資
源
循
環
型
施
設
の
整
備
に
向
け
て

臭気の調査状況
調査地点の空気を
採取し、人の嗅覚
により測定

土壌汚染の調査状況
調査地点の土壌を採取し、
ダイオキシン類などを調査
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青
木
村

上田市

長和町

東御市

資源循環型施設（統合クリーンセンター）の計画

◆焼却処理能力　144トン／日
（現在３施設で270トン／日）

◆維持管理費　 約4.5億円／年
（現在３施設で約11億円／年）

※ 焼却で生じる熱エネルギーを回収し、熱利用や発電などに有効活用します。

これからの可燃ごみ処理施設

資源循環型施設
　 （統合クリーンセンター）

環境にやさしいコンパクトな施設に！

現 在 の ３ 施 設

国
内
で
も
、
脱
炭
素
社
会
へ
の
取
組
や

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係
る
資
源
循
環
の
促

進
等
に
関
す
る
法
律
」の
施
行
な
ど
、
循
環
型

社
会
へ
の
移
行
が
強
化
さ
れ
て
お
り
、
資
源

循
環
型
施
設
完
成
後
も
現
在
と
同
様
に
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
は
燃
や
さ
な
い
方
針
と
し
て
い

ま
す
。

４
・
５
ペ
ー
ジ
で
、
上
田
市
の
可
燃
ご
み
の
課
題

や
皆
さ
ん
に
行
っ
て
ほ
し
い
３
Ｒ
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

廃
棄
物
処
理
施
設
は
、
人
の
健
康
の
保

護
お
よ
び
生
活
環
境
の
保
全
を
維
持
す

る
た
め「
法
規
制
値
」が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

資
源
循
環
型
施
設
に
お
い
て
は
、
法
規
制
値

よ
り
さ
ら
に
厳
し
い「
自
主
基
準
値
」を
設
け
、

よ
り
安
全
な
施
設
を
目
指
し
ま
す
。

ご
み
の
分
別
を
変
更
す
る
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。
上
田
地
域
広
域
連
合
お
よ
び

上
田
市
で
は
、
３
R（
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー

ス
、リ
サ
イ
ク
ル
）を
最
優
先
と
考
え
て
お
り
、

建
設
候
補
地
周
辺
地
域
の
環
境
へ
の
負
荷
を

低
減
さ
せ
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

ご
み
の
分
別
に
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 排

ガ
ス
の
影
響
が
心
配
で
す
。

新
し
い
施
設
が
で
き
る
と

ご
み
の
分
別
は
変
わ
る
の
？

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
を
ま
と
め
て

焼
却
処
理
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る

け
れ
ど
、
上
田
市
は
で
き
な
い
の
？

清浄園用地(上田市常磐城および秋和地籍)
清浄園用地を候補地とした主な理由
・施設建設に適した広さの公共用地であること
・周辺に幹線道路が整備されていること
・地下水の確保が容易であること など

上田市、東御市、長和町、青木村の可燃ごみは、３つのクリー
ンセンター（上田地域広域連合所管）で共同処理しています。
３施設とも老朽化が進み、安全な運転管理を行うための維持
管理費が年々増加しています。

建 設 候 補 地

国道 18 号

しなの鉄道

北陸新幹線

千
曲
川

古
舟
橋

アクアプラザ
上田

アクアプラザ
上田

建設候補地
（清浄園）

築 36 年 （昭和61年４月稼働）
焼却処理能力200トン/日
3636

上田クリーンセンター

東部クリーンセンター
築       年 （平成５年９月稼働）

丸子クリーンセンター
築 30 年 （平成４年４月稼働）

焼却処理能力40トン/日

 29 292929
焼却処理能力30トン/日
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上
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
処
理
し
た
可

燃
ご
み
の
主
な
内
訳
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
過
去
10
年
間
の
平
均
の
数
値

　
食
品
ロ
ス
と
は
、「
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の

に
捨
て
ら
れ
て
い
る
食
品
」の
こ
と
で
す
。

農
林
水
産
省
・
環
境
省
に
よ
る
と
、
令
和

２
年
度
の
日
本
の
食
品
ロ
ス
の
量
は
年
間

5
２
２
万
㌧
。
そ
の
う
ち
約
半
分（
２
４
７
万

㌧
）は
家
庭
か
ら
出
た
も
の
で
し
た（
左
図
）。

　
食
品
ロ
ス
は
、
食
べ
物
を
生
産
・
製
造
・

輸
送
な
ど
に
使
っ
た
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

無
駄
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
食
品
を
処
分
す

る
た
め
に
は
新
た
な
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

必
要
と
な
り
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
で
あ
る

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
に
つ
な
が
り
ま
す
。

出
典
：
農
林
水
産
省
（
令
和
２
年
度
）

国民1人当たりの食品ロス量
１日約113g 年間約41㎏

紙・布類
約14,620㌧（43.3％）

１位

生ごみ
約12,750㌧（37.5％）

２位

木・竹類
約4,080㌧（12％） 

３位

資源循環型施設（３ページ）の１日の焼却処理能力は現在と比べて半分程度になります。
環境にやさしいコンパクトな施設とするため、ごみの減量にご協力ください。

ごみの減量

　
上
田
市
の
可
燃
ご
み
の
量
は
年
間
約

３
３ ,

７
０
０
㌧
。
令
和
9
年
度
の
可
燃
ご

み
の
量
の
目
標
値
は
２
８ ,

７
０
０
㌧
。
約

５ ,

０
０
０
㌧
の
減
量
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

可
燃
ご
み
の
減
量
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
１
位
の
紙
・
布
類（
約
43
％
）の
中
に
は
、

再
資
源
化
で
き
る
紙
類
が
多
く
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
正
し
く
分
別
し
て
、
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン

ド
リ
サ
イ
ク
ル
や
自
治
会
の
資
源
回
収
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
２
位
の
生
ご
み
の
特
徴
と
し
て
、
水
分
を

多
く
含
み
非
常
に
重
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
水
分
を
切
る
こ
と
や
乾
燥
さ
せ
る
な
ど

の
工
夫
が
、
可
燃
ご
み
全
体
の
量
を
減
ら
す

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
生
ご
み
は
、

野
菜
の
皮
や
卵
の
殻
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
て
し

ま
う
食
品
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

可
燃
ご
み
の
主
な
内
訳

可
燃
ご
み
の
約
４
割
が
生
ご
み

年
間
５
２
２
万
㌧
が
食
品
ロ
ス
！単位：万㌧

食品製造業
121（23％）

食品卸売業
13（2％）

食品小売業
60（11％）

事業系
食品ロス
事業系
食品ロス
275（53％）

食品ロス量食品ロス量
522万㌧522万㌧

家庭系
食品ロス
家庭系
食品ロス
247（47％）247（47％）

外食産業
81（16％）

市ホームページ

家庭で発生する食品ロスの削減・生ごみの減量化・生ごみ
の再資源化をすることで、可燃ごみ量全体を大きく減ら
すことにつながります。家庭でできることからはじめて
みませんか（次のページで３Ｒを紹介します）。

まだ食べられるのに
捨てるなんて

もったいない！

10月は食品ロス削減月間です

生活の中で考える

れいぞうこくん
（家庭における上田市
食品ロス削減運動
イメージキャラクター）

令和３年の
可燃ごみの量

約33,700㌧

約5,000㌧の
削減が必要

 市民１人あたり
 １日約89㌘

（キュウリ１本分相当）の
可燃ごみを減らすことで

5,000㌧の削減に
なります

令和９年の
可燃ごみの量
28,700㌧

（目標値）

の
可燃ごみを減らすことで
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◦段ボールコンポスト「ぱっくん」
 段ボールを利用して生ごみを堆肥
化できます。
「ぱっくん」は次の配布場所で無
料配布しています。

■配布場所 エコ・ハウス
 （上田クリーンセンター内）　

 丸子・真田・武石市民サービス課

◦ごみ減量化機器購入費補助制度
家庭から出る「生ごみ」の減量化を目指し、生ごみ
の減量化機器を購入した方に購入費の補助を行って
います。

■補助率　購入費の５分の４（100円未満の端数切捨）
■限度額　コンポストなど　　５千円／台
　　　　　電気式処理機など　５万円／台
■申請先
　廃棄物対策課（上田クリーンセンター内）

丸子・真田・武石市民サービス課
生活環境課　
豊殿・塩田・川西地域自治センター

周辺環境への負荷が少ない資源循環型施設の整備を実現するた
めには、一人ひとりがごみの減量・再資源化に継続して取り組む
ことが重要になります。これまで以上にごみ減量・再資源化にご
協力をよろしくお願いします。

ごみを"つくらない""出さない"を考えよう

リデュース

Reduce

ごみにせず、"無駄にしない"方法を考えよう

リユース

Reuse

生ごみの"再資源化"を考えよう

リサイクル

Recycle

　資源循環型施設建設関連事業課 ☎71・8082
　　ごみ減量企画室・廃棄物対策課 ☎22・0666
　　生活環境課 ☎71・6428

　上田市社会福祉協議会　☎27・2025

◦そのほかにも
　・生ごみリサイクル野菜循環ポイント事業「やさいまる」
　・「生ごみ出しません袋」　などがあります。

食品の保存方法を工夫

フードドライブを活用し、家庭の食品ロスを減らそう！

家庭での生ごみ減量をサポートします

無駄なものを買わない 食材の皮などは捨てず、
余すことなく調理

キノコは冷凍保存で
うまみもアップ！

買い物前には冷蔵庫の中身を
チェック！ 野菜の皮には栄養たっぷり！

家庭で消費されない食料品を集め、食べ物に困っている方や福祉施設などに届ける
支援活動（フードドライブ）をしています。食料品の提供にご協力をお願いします。

●日時　11月５日㈯  10:00～11:30
●場所　ひとまちげんき・健康プラザうえだ
●受付品
　（次の条件を満たす缶詰、レトルト食品、乾麺、米、カップ麺などの保存できる食品）
　①賞味期限が明記され、期間が１か月以上あるもの
　②未開封で包装や外装が破れていないもの
　③生鮮食品以外のもの（米は2021年産以降のもの）

ぜひご利用ください

家庭でできる生ごみの減量
食品ロスを削減するための工夫 3R

スリーアール

3R3R3R3R

毎月、広報うえだに
開催日を掲載しています

広報うえだ　2022.10広報うえだ　2022.105 4


	広報うえだ　2022.10月号　web用_A3版_Part2
	広報うえだ　2022.10月号　web用_A3版_Part3.pdf

